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宇検村生涯学習センター「元気の出る館」で開催       会長あいさつを行う堯議長 

           

本町議題の提案理由説明を行う鎌田文教厚生委員長      宣言（案）を朗読する岡田副議長 

★こんなことを決めました・・・・・ ３～４ページ 

★一般質問（７名が登壇）・・・・ ５～１0ページ 

第２９回大島本島南部議会議員大会（宇検村、大和村、瀬戸内町３町村で構成）が、４月２２日（金）

宇検村生涯学習センター「元気の出る館」で開催されました。 

本町からは、「陸上自衛隊の配備と海上自衛隊の拡充について」（鎌田愛人議員が提案理由説明）を

提出し、採択されました。 
第１回（3月）定例会 

★委員会活動・・・・・・・・・・・・ １１～１３ページ 
★全国表彰、編集後記・・・・・・・・・・ １３ページ 

７月３日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会  広報せとうち（２） 
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広報せ
                                                  

第１回定例会は、３月９～２８日までの２0日間の日程で開かれ、当初予算議案11件、

正予算議案 1１件、条例改正議案２件、その他 4 件の計２８件の議案を審議し、可決し

した。特に、平成 2３年度各会計予算議案については、議長を除く 9 名で構成する予算

査特別委員会（委員長 岡田弘通、副委員長 向野 忍）を設置して審査を行い、最終日

委員長から審査報告がなされ、意見書を町当局へ提出しました。（意見書は、次頁に掲載。

会計当初予算額については町広報誌5月号に掲載のため、割愛しました。） 

また、３月１１日に発生した東北・関東大震災（現在は「東日本大震災」に名称統一）

対する被災者支援決議を全会一致で可決しました。（決議文は次項に掲載） 

最終本会議では、議長を除く 9 名で構成する「陸上自衛隊の誘致及び海上自衛隊の拡充

関する調査特別委員会」（委員長 岡田弘通、副委員長 鎌田愛人）を設置し、調査するこ

に決定しました。（主な議案の要旨は次のとおりです。） 
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〜
予
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査
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別
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査
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員
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室
に

て
）
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１．国・県事業が円滑に執行されるよう、地籍調査・用地確保等に鋭意努力されたい。

２．町内のデイゴは危機的状況にある、観光資源保護のためにもデイゴヒメコバチ撲

滅の徹底（専門技術員等による）を図られたい。 
３．安全安心のまちづくりのため、消防体制の強化と大規模災害に備えた万全の措置

を講じられたい。 
４．地域振興につながる古仁屋高校のあり方等、新たな視点で古仁屋高校の存続活性

化に向け、強力に取り組まれたい。 
５．加計呂麻島の中学校統合については、学校現場及び地域住民と充分協議され、真

に加計呂麻島地域の拠点となりうる学校施設整備を図られたい。 
６．地域おこし協力隊の活動については、地域住民との融和を密にし、コミュニティ

職員との連携を図りつつ進められたい。 
７．東北・関東大震災の被災者受入れについては、できうる限りの支援措置を講じら

れたい。 
８．国・県からの交付金等については、中・長期的戦略に沿った計画を立て、議会と

の充分な意見交換を図られたい。 
                          
                         

 
 
 3 月１１日に発生した東北・関東大地震により、東北地方を中心にした東日本地域

に多数の死傷者や行方不明者を出すなど未曾有の大災害となっている。 

 このたびの大震災で亡くなられた方々のご冥福をお祈りすると同時に、被災者の

方々に衷心よりお見舞い申し上げ、一日も早い復興を願うものであります。 

 また、原子力発電所の事故も発生し、深刻な事態となっていることから、不自由な

避難生活は長期化が予想される。 

 よって、瀬戸内町議会は町当局、町民とともに、一日も早く被災者が元気を取り戻

し、また、被災地が早期復興を図られ、新たな出発ができるよう、被災者に対し、最

大限の支援策を講じることをここに決議する。 

平成 23年 3月 28日 

                            瀬戸内町議会 
７月３日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会  広報せとうち（４） 



 
 
 
 

 
第１回（３月）定例会では、７名の議員が町政全般に亘り、議論を交わしました。 
一部を要約して、紹介いたします。 

  なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。 
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麻
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跡
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近
年
、
中
国
な
ど
海
外
資
本
に

よ
る
日
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の
山
林
買
収
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が
マ
ス
コ
ミ
に
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し
て
い
ま

す
が
、
加
計
呂
麻
チ
ッ
プ
工
場
計

画
の
跡
地
な
ど
関
連
性
は
な
い

の
か
伺
い
ま
す
。 

 

町
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森
林
買
収
と
外
国
資
本

と
の
件
に
つ
い
て
は
、
新
聞
雑

誌
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
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、

加
計
呂
麻
チ
ッ
プ
工
場
計
画
の

跡
地
な
ど
に
つ
い
て
の
関
連
性

に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
も
奄
美
市
住
用

地
区
で
の
チ
ッ
プ
設
立
問
題
に

関
し
て
、
動
向
を
注
視
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

中村義隆議員 
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老
朽
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に
伴
い
、
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度
か
ら
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に
な
り

す
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、
本
町
で
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ど
の
よ
う
な

り
組
み
に
な
る
の
か
伺
い
ま

 

町
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ご
み
の
有
料
化
に
つ

て
は
、
本
町
で
も
名
瀬
ク
リ

ン
セ
ン
タ
ー
（
大
島
地
区
衛

組
合
）
に
歩
調
を
合
わ
せ
る

く
２３
年
度
中
の
実
施
を
検
討

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

条
例
の
改
正
や
住
民
へ
の
周

を
図
り
、
２３
年
秋
頃
を
目
途

準
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

広報
本年度より実施予定の
 

つの奄ま取
す
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後
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議
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自
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隊
誘
致
に
つ

い
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衛
省
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、
奄
美
〜
沖
縄
の
南

西
諸
島
近
海
で
中
国
の
活
動
が

活
発
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
探
知
す
る

移
動
式
レ
ー
ダ
ー
部
隊
を
奄
美

大
島
に
展
開
す
る
と
新
聞
記
事

に
載
っ
て
い
ま
し
た
。
本
町
が
率

先
的
に
誘
致
し
て
は
ど
う
か
伺

い
ま
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。 

 

町
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、
部
隊
の
性

質
を
充
分
調
査
の
う
え
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
防
衛
省
へ
確
認

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

藻
場
再
生
に
つ
い
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龍
郷
町
赤
尾
木
湾
や
笠
利
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で
も
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
が
順
調
に
生

育
し
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い
る
よ
う
で
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が
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本
町

の
取
り
組
み
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ま
す
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で
 

町
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藻
場
再
生
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
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現
在
、
県
水

産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
が
漁

協
・
町
と
連
携
し
、
平
成
１３
年

度
か
ら
継
続
的
に
白
浜
地
区
で

藻
場
造
成
試
験
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
継
続
的
に

実
施
し
、
併
せ
て
他
の
場
所
で

の
実
証
試
験
等
も
注
視
し
な
が

ら
、
藻
場
の
再
生
に
向
け
調

・
研
究
を
進
め
て
参
り
ま
す
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査

 

議
員 

教
育
行
政
に
つ
い
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瀬
戸
内
町
子
ど
も
版
検
定
実

施
に
向
け
て
、
そ
の
後
の
進
捗
状

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

況

 

教
育
長 

資
料
の
収
集
や
課
内

で
の
話
し
合
い
、
検
討
委
員
の

委
嘱
等
の
事
務
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
は
早
急
に
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
実
施
に

向
け
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 
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議
員 

行
政
・
財
政
・
政

に
つ
い
て 

一
．
町
民
に
対
す
る
役
場

役
割
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

 

町
長 

役
場
の
果
た
す
べ
き

割
と
し
て
は
、
交
通
基
盤
の

備
、
防
災
体
制
の
整
備
、
産

の
振
興
、
保
健
福
祉
の
充
実

教
育
の
充
実
等
、
そ
れ
ぞ
れ

分
野
に
お
い
て
、
町
民
の
皆

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し

 

岩井義照議員 

町民のニーズに即した対
策の。 役整業、の様、 応が望まれる（町役場） 

そ
れ
に
応
え
る
努
力
を
す
る
こ

と
が
、
町
民
に
対
す
る
役
場
の

役
割
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

 

議
員 

二
．
財
政
の
見
通
し
を

お

 

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

町
長 

依
然
と
し
て
特
別
会
計

全
体
で
の
累
積
赤
字
は
約
６
億

円
と
な
る
見
込
み
で
す
。 

 

議
員 

三
．
昨
年
の
定
例
会
に

お
い
て
、
政
策
が
道
半
ば
で
あ
り
、

や
り
残
し
が
あ
る
と
い
っ
て
２

期
目
へ
の
出
馬
を
表
明
い
た
し

ま
し
た
。
や
り
残
し
の
政
策
と
は

何
で
す
か
。 

 

町
長 

や
り
残
し
の
政
策
は

「
新
た
な
行
政
の
課
題
」
で
あ

り
ま
す
。
新
た
な
課
題
は
、
交

通
基
盤
の
整
備
、
防
災
体
制
の

整
備
、
産
業
の
振
興
、
保
健
福

祉
・
医
療
の
充
実
、
教
育
の
充

実
、
地
域
活
性
化
等
の
推
進
で

あ
り
ま
す
。 

 

 

 

議
員 

機
構
改
革
に
つ
い

て 

時
代
は
、
市
民
が
主
役
の
理
念

が
広
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
時
の
ニ

ー
ズ
・
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
素
早
く

対
応
す
る
に
は
、
既
存
の
行
政
手

法
を
越
え
、
大
胆
な
機
構
改
革
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。 

お
 

町
長 

今
年
度
に
お
い
て
は
、

公
共
事
業
の
推
進
の
た
め
に
財

産
管
理
係
と
地
籍
調
査
係
へ
、

公
会
計
整
備
に
伴
う
瀬
戸
内
町

の
資
産
管
理
の
た
め
総
務
係
へ

そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
職
員
を
増

員
す
る
内
容
の
事
務
改
善
審
議

会
の
答
申
を
受
け
、
実
施
の
予

定
で
あ
り
ま
す
。 

池田啓一議員 

議
員 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
職

員
配
置
構
想
に
つ
い
て 

一
．
職
員
配
置
の
意
義
は
。 

二
．
職
員
と
地
区
民
と
の
関
わ

り
方
は
。 

 

町
長 

一
．
職
員
が
、
地
区
割

り
に
よ
り
各
集
落
担
当
と
し
て

の
使
命
を
担
い
、
各
課
局
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
課
題
解

決
へ
向
け
て
迅
速
な
対
応
を
取

る
こ
と
に
よ
り
、
縦
割
り
行
政

か
ら
脱
却
し
、
弾
力
的
で
横
断

的
な
対
応
及
び
庁
舎
内
の
体
制

を
整
え
る
こ
と
。
定
期
的
な
集

落
と
の
話
し
合
い
を
ベ
ー
ス
と

し
て
、
よ
り
身
近
な
行
政
組
織

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
と
と
も

に
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

へ
向
け
て
の
支
援
体
制
を
整
え

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

二
．
自
治
会
長
や
区
長
か
ら

の
相
談
に
対
し
、
職
員
が
出
向

い
て
行
き
、
課
題
解
決
の
た
め

の
助
言
や
協
力
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

議
員 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
局
の
設
置
に
つ
い
て 

運
営
方
法
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。 

 

町
長 

「
町
民
の
た
め
の
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
放
送
局
」
の
整
備
と
い

う
趣
旨
か
ら
、
営
利
を
目
的
と

し
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
の
運
営

で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

放
送
に
占
め
る
自
主
放
送
（
番

組
制
作
）
の
割
合
は
５０
％
以
上

を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

議
員 

加
計
呂
麻
島
の
中

学
校
統
合
に
つ
い
て 

平
成
２４
年
度
の
開
校
に
向
け

て
、
４
つ
の
準
備
委
員
会
を
設
け

て
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
課

題
と
計
画
等
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。 

 

町
長 

保
護
者
か
ら
の
質
問
や

意
見
の
中
に
、「
不
信
感
」
や
「
疎

外
感
」
を
感
じ
て
い
る
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
後 
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は
統
合
時
に
在
籍
予
定
の
児

童
・
生
徒
及
び
保
護
者
を
は
じ

め
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
意
見

を
出
来
る
だ
け
取
り
入
れ
ら
れ

る
手
だ
て
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

は
統
合
時
に
在
籍
予
定
の
児

童
・
生
徒
及
び
保
護
者
を
は
じ

め
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
意
見

を
出
来
る
だ
け
取
り
入
れ
ら
れ

る
手
だ
て
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
検

討
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
統
合

当
初
在
籍
予
定
の
小
学
５
年

生
か
ら
中
学
１
年
生
及
び
保

護
者
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
安
全
で
効
率
的

な
運
行
計
画
の
作
成
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。 

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
検

討
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
統
合

当
初
在
籍
予
定
の
小
学
５
年

生
か
ら
中
学
１
年
生
及
び
保

護
者
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
安
全
で
効
率
的

な
運
行
計
画
の
作
成
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。 

 

施
設
整
備
で
は
、
新
中
学
校

設
置
予
定
で
あ
る
伊
子
茂
小

中
学
校
の
必
要
箇
所
へ
の
改

修
を
実
施
し
ま
す
。 

 

施
設
整
備
で
は
、
新
中
学
校

設
置
予
定
で
あ
る
伊
子
茂
小

中
学
校
の
必
要
箇
所
へ
の
改

修
を
実
施
し
ま
す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
の
共
通

理
解
を
図
る
た
め
に
、
「
加
計

呂
麻
地
区
中
学
校
統
合
準
備

委
員
会
」
を
必
要
に
応
じ
て
開

催
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま

す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
の
共
通

理
解
を
図
る
た
め
に
、
「
加
計

呂
麻
地
区
中
学
校
統
合
準
備

委
員
会
」
を
必
要
に
応
じ
て
開

催
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま

す
。 

    

  

 

 

 

議
員 

町
の
活
性
化
に
つ

い
て 一

．
自
衛
隊
誘
致
を
推
進
す

べ
く
、
行
政
、
民
間
共
同
に
よ

る
「
瀬
戸
内
町
自
衛
隊
誘
致
推

進
協
議
会
」（
仮
称
）
を
設
立
さ

せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。 

 

町
長 

今
後
の
誘
致
作
業
を
進

め
て
い
く
中
で
、
ご
提
案
の
「
誘

致
推
進
協
議
会
」
設
立
の
必
要

性
が
高
ま
っ
た
時
点
に
お
い
て

既
存
の
自
衛
隊
協
力
会
、
隊
友

会
等
の
方
々
と
協
議
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
中
・
長
期
的
な
雇

用

 

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 鎌田愛人議員 

町
長 

「
瀬
戸
内
・
宇
検
建
設

業
経
営
戦
略
支
援
協
議
会
」（
仮

称
）
を
設
立
し
、
異
業
種
参
入

に
向
け
た
研
修
会
や
先
進
地
調

査
等
の
実
施
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
や
廃
校
後
の
学
校
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
先
進
地
調
査

の
実
施
。
企
業
誘
致
や
雇
用
創

出
等
に
つ
い
て
の
調
査
検
討
。

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
内
臓
の
漁
醤
を

活
用
し
た
調
理
の
開
発
。
貝
殻

を
活
用
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等

の
特
産
品
開
発
な
ど
の
雇
用
の

創
出
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

議
員 

三
．
県
知
事
に
よ
る
、

「
景
観
行
政
団
体
」
の
同
意
を
受

け
、
本
町
の
活
性
化
に
ど
の
よ
う

活
か
し
て
い
く
の
か
。 

に

 

町
長 

加
計
呂
麻
島
、
与
路
島

な
ど
の
伝
統
文
化
や
自
然
景
観

を
活
か
し
た
奄
美
大
島
南
部
地

域
の
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
観
光
交
流
人

口
の
増
に
つ
な
げ
て
参
り
た
い

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

議
員 

東
北
関
東
大
震
災

被

 

子
ど
も
を
持
つ
被
災
者
家
族

を
休
校
の
学
校
を
利
用
し
受
入

る
考
え
は
な
い
か
。 

災
者
支
援
に
つ
い
て 

れ

 

町
長 

義
援
金
と
共
に
考
え
た

い
。 

 

議
員 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
の
推
進
に
つ
い
て 

一
．
九
州
・
全
国
大
会
出
場
補

助
金
、
一
位
だ
け
で
は
な
く
、
二

、
三
位
に
も
、
出
す
べ
き
で
は
。 

位
 

高知山から加計呂麻島を望む 

町
長 

教
育
委
員
会
の
考
え
を

聞
い
て
進
め
て
い
き
た
い
。 

 

議
員 

二
．
子
ど
も
達
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
推
進
の

た
め
、
昭
和
三
十
八
年
同
窓
会
は

四
十
九
歳
の
年
の
祝
い
の
事
業

と
し
て
、
町
に
対
し
寄
付
金
を
提

供
す
る
が
、
今
後
、
年
の
祝
い
の

際
に
基
金
と
し
て
積
み
立
て
を

る
考
え
は
な
い
か
。 

す

 

町
長 

他
の
同
窓
生
か
ら
の
基

金
と
い
う
の
は
、
私
の
方
か
ら

答
弁
で
き
な
い
が
、
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
う
。 

 

※
そ
の
他
の
質
問 

●
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
（
役

場
内
の
活
性
化
に
つ
い
て
） 
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議
員 

定
住
人
口
の
増
対

策
に
つ
い
て 

２
０
１
０
年
の
国
勢
調
査
の

人
口
減
に
よ
る
地
方
交
付
税
の

見
通
し
と
地
域
経
済
へ
の
影
響

及
び
今
後
の
定
住
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

本
町
の
人
口
は
県
速
報

値
に
よ
り
ま
す
と
、
９
８
７
５

人
（
前
回
比
９
０
７
人
減
）
と

な
っ
た
た
め
、
地
方
交
付
税
は

単
純
に
計
算
す
る
と
約
１
億
８

０
０
０
万
円
の
影
響
が
あ
る
と

見
込
ま
れ
ま
す
。 

 

地
方
財
政
対
策
の
中
で
、
基

礎
数
値
の
補
正
や
係
数
の
変
更

等
の
対
応
が
図
ら
れ
、
交
付
税

総
額
で
は
、
前
年
度
並
み
の
確

保
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
普
通

建
設
事
業
費
も
前
年
度
を
上
回

る
予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
地
域
経
済
へ
の
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
岡田弘通議員 

 

定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
事
業
や
「
空

き
家
活
用
」
事
業
等
を
導
入
し

て
定
住
対
策
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。 

 

議
員 

災
害
対
策
に
つ
い

て 

一
．
豪
雨
災
害
の
予
備
軍
で
あ

る
河
川
・
砂
防
・
側
溝
に
堆
積
し

て
い
る
土
砂
対
策
は
急
務
で
あ

る
と
思
う
が
、
今
後
の
対
策
と
今

回
の
災
害
復
旧
事
業
に
お
い
て

用
地
問
題
の
あ
る
箇
所
が
あ
る

か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

昨
年
１０
月
の
豪
雨
災
害

発
生
後
、
河
川
・
水
路
等
に
つ

い
て
は
、
重
機
借
上
・
直
営
作

業
に
よ
り
対
処
し
て
き
ま
し
た
。 

今
後
も
危
険
性
・
緊
急
性

考
慮
し
、
梅
雨
入
り
前
ま

対
処
し
て
い
き
た
い
と
考

お
り
ま
す
。 

 

砂
防
ダ
ム
等
の
堆
積
土

策
に
つ
い
て
は
、
管
理
機

あ
る
県
瀬
戸
内
事
務
所
へ

を
お
願
い
し
て
お
り
、
県

況
を
見
な
が
ら
必
要
な
措

図
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ

あ
り
ま
す
。
尚
、
用
地
取

必
要
と
さ
れ
て
い
る
箇
所

町
道
４
路
線
の
８
箇
所
と

運
動
公
園
の
１
箇
所
と
な

お
り
ま
す
。
被
災
箇
所
が

対
象
外
に
な
ら
な
い
よ
う

記
に
向
け
て
全
力
で
取
り

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

望
 側溝等の早急な土砂除去が
等
を

で
に

え
て

砂
対

関
で

対
応

は
状

置
を

と
で

得
が

は
、

清
水

っ
て

補
助

、
登

組
ん

す
。 

まれる（阿木名地区） 

議
員 

二
、
集
落
か
ら
災
害
対

策
に
つ
い
て
の
要
望
事
業
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
お
る
の

か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

集
落
か
ら
の
災
害
対
策

要
望
へ
の
対
処
に
つ
き
ま
し
て

も
、
現
地
を
確
認
し
、
県
へ
要

望
す
べ
き
も
の
は
県
へ
進
達
し
、

町
で
や
る
べ
き
も
の
は
緊
急
性

等
を
考
慮
し
対
処
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
優
先
度
を
考
慮
し

な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

◎
そ
の
他
「
地
域
経
済
の
活
性

化
対
策
」
、
「
地
縁
団
体
の
設

立
へ
の
町
の
積
極
的
な
取
り
組

み
」
、
「
国
・
県
の
公
共
事
業
」

の
推
進
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

も
用
地
確
保
へ
の
協
力
体
制
な

ど
当
面
す
る
町
政
の
課
題
に
つ

い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。 

   

 

 

 

議
員 

環
境
整
備
に
つ
い

て 

瀬
久
井
地
区
の
水
道
管
事
故

（
２
月
１４
日
発
生
）
の
経
緯
と

老
朽
管
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。 

 

町
長 

２
月
１４
日
に
発
生
し
た

瀬
久
井
地
区
の
断
水
に
つ
い
て

は
、
徳
永
ス
ト
ア
ー
横
の
道
路

に
埋
設
さ
れ
て
い
た
本
管
が
破

損
し
給
水
に
支
障
を
き
た
し
ま

し
た
。
破
損
し
た
管
は
７５

ｍｍ
で

そ
の
上
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ケ
ー
ブ
ル
が

５
本
あ
り
補
修
工
事
に
も
難
を

要
し
ま
し
た
が
、
作
業
中
給
水

の
依
頼
の
あ
っ
た
施
設
に
は
、

タ
ン
ク
車
に
よ
る
供
給
を
行
い
、

夕
方
か
ら
は
一
般
家
庭
へ
水
の 

安 和弘議員 

７月３日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会   広報せとうち（８） 



 

供
給
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
１０

時
前
に
は
補
修
工
事
が
終
わ
り
、

地
区
住
民
へ
の
水
の
給
水
を
開

始
し
ま
し
た
。 

供
給
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
１０

時
前
に
は
補
修
工
事
が
終
わ
り
、

地
区
住
民
へ
の
水
の
給
水
を
開

始
し
ま
し
た
。 

 

古
仁
屋
市
街
地
で
の
老
朽
管

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
郵
便
局

か
ら
大
島
石
油
ま
で
の
国
道
５８

号
線
と
大
湊
ア
イ
シ
ョ
ッ
プ
定

岡
商
店
か
ら
豊
石
油
ま
で
の
町

道
の
２
箇
所
で
約
１
０
０
ｍ
に

石
綿
管
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、

取
替
え
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

 

古
仁
屋
市
街
地
で
の
老
朽
管

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
郵
便
局

か
ら
大
島
石
油
ま
で
の
国
道
５８

号
線
と
大
湊
ア
イ
シ
ョ
ッ
プ
定

岡
商
店
か
ら
豊
石
油
ま
で
の
町

道
の
２
箇
所
で
約
１
０
０
ｍ
に

石
綿
管
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、

取
替
え
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

  

議
員 

水
産
業
に
つ
い
て 

議
員 

水
産
業
に
つ
い
て 

町
内
の
養
殖
業
者
は
何
社
あ

る
の
か
。 

 

町
長 

町
内
に
お
け
る
養
殖
業

者
数
は
、
魚
類
養
殖
８
業
者
、

く
る
ま
え
び
養
殖
２
業
者
、
真

珠
養
殖
２
業
者
の
１２
業
者
で
あ

り
ま
す
。 

 

議
員 

瀬
戸
内
漁
協
の
年
度
別

の
水
揚
げ
（
漁
獲
高
）
及
び
補
助

金
、
支
援
金
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

町
長 

水
揚
げ
（
漁
獲
高
）
に

つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
度
生
産

量
１
２
８
１
ト
ン
で
生
産
額
６

億
９
１
１
５
万
７
千
円
、
平
成

２１
年
度
生
産
量
９
７
１
ト
ン
で

生
産
額
７
億
７
８
７
４
万
２
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
２２
年

度
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
確
定
し

て
お
り
ま
せ
ん
。 

 
漁
協
に
対
す
る
直
接
的
な
補

助
金
・
支
援
金
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
離
島
漁
業
再
生
支

援
交
付
金
事
業
、
サ
ン
ゴ
保
全

対
策
事
業
を
実
施
し
、
沿
岸
漁

業
資
源
の
維
持
・
増
進
、
漁
業

環
境
の
保
全
、
漁
業
集
落
の
活

性
化
、
所
得
向
上
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

議
員 

稚
魚
放
流
事
業
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

平
成
１７
年
度
か
ら
平
成

２１
年
度
（
５
ヶ
年
）
に
実
施
し

た
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金

事
業
（
１
期
）
で
ス
ジ
ア
ラ
、

シ
マ
ア
ジ
、
マ
ダ
イ
、
タ
マ
ミ

の
稚
魚
放
流
（
２
９
万
５
０
０

０
匹
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
２
期
事
業
（
平
成
２２
年

度
か
ら
２６
年
度
の
５
ヶ
年
）
で

あ
る
平
成
２２
年
度
に
お
い
て
は
、

ス
ジ
ア
ラ
、
タ
マ
ミ
の
稚
魚
放

流
（
３
万
３
０
０
匹
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

議
員 

フ
ェ
リ
ー
「
か
け
ろ

ま
」
の
発
着
場
に
つ
い
て 

フ
ェ
リ
ー
利
用
者
の
声
と
し

て
、
着
岸
場
所
周
辺
の
利
便
性
か

ら
元
の
場
所
に
か
え
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
あ
る
が
、
い
か
が

考
え
で
し
ょ
う
か
。 
お

 
町
長 
現
在
の
フ
ェ
リ
ー
発
着

場
所
は
、「
せ
と
う
ち
海
の
駅
」

と
連
動
し
て
整
備
さ
れ
、
平
成

１９
年
５
月
か
ら
供
用
開
始
し
、

約
４
年
経
過
し
て
お
り
ま
す
。 

 

発
着
場
所
が
市
街
地
よ
り
離

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
に

は
負
担
が
増
え
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の

様
に
は
、
ご
理
解
を
い
た
だ

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

  

 

 

議
員 

行
財
政
改
革
の
推

進
に
つ
い
て 

町
職
員
新
規
採
用
の
基
準
と

新
卒
採
用
者
の
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

基
準
は
、
瀬
戸
内
町
職

員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
を
適

在
向野 忍議員 

し
二
次
試
験
の
面
接
試
験
を
行

い
ま
す
。 

 

議
員 

「
共
生
・
協
働
・
自

立
」
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て 

一
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
職
員

の
今
後
の
具
体
的
活
動
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

集
落
内
に
あ
る
古
く
か

ら
伝
わ
る
場
所
や
観
光
名
所
な

ど
を
書
き
入
れ
た
集
落
マ
ッ
プ

づ
く
り
や
一
集
落
一
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
な
ど
を
話
し
合
う
場
に

職
員
が
出
向
き
、
ア
ド
バ
イ
ス

広報せとうち（９）   ７月３日（日） 奄美シーカヤッ
安全性に配慮した現
皆き

用
し
て
お
り
ま
す
。
新
卒
採
用

者
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
は
該
当
者
な
し
で
過
去
１０
年 

のフェリー発着場所 

間
に
お
い
て
も
あ
ま
り
例
が
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

総
務
課
長
補
佐
（
人
事
担
当
） 

３０
歳
ま
で
が
受
験
資
格
で
一

次
試
験
は
記
述
試
験
、
作
文
試

験
を
行
い
、
そ
の
合
格
者
に
対

クマラソン大会 



を
行
う
な
ど
地
域
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
、
住
民
自
治
意
識
の

醸
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
平
成
２３
年
度
よ
り

実
施
予
定
の
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

三
大
都
市
圏
等
か
ら
本

町
に
住
民
票
を
移
動
さ
せ
た
方

で
、
概
ね
１
年
以
上
３
年
間
程

地
域
で
生
活
し
、
地
域
協
力
活

動
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
隊
員
の
募
集
は
２
名

で
、
加
計
呂
麻
地
区
に
配
置
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
活
動 

        

内
容
は
、
地
域
力
の
維
持
活
性

化
に
資
す
る
活
動
と
し
て
、
地

域
資
源
（
観
光
・
特
産
品
）
の

発
掘
・
振
興
、
農
林
水
産
業
の

振
興
に
係
る
支
援
、
集
落
の
生

活
環
境
維
持
に
係
る
支
援
、
高

齢
者
の
見
守
り
に
係
る
支
援
、

地
域
行
事
に
係
る
支
援
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

議
員 
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
い
て 

一
、
定
住
促
進
対
策
の
取
り
組

み
状
況
や
移
住
希
望
者
へ
の
空

き

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

家

 町
長 

「
定
住
促
進
空
き
家
活

用
事
業
」
を
導
入
し
、
空
き
家 

        

の
改
修
を
行
う
と
共
に
空
き
教

員
住
宅
の
活
用
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
い
。 

 

議
員 

古
仁
屋
高
校
の
存

続
・
活
性
化
対
策
に
つ
い
て 

県
教
育
委
員
会
は
「
公
立
高
校

の
振
興
方
針
（
骨
子
）
の
廃
止
基

準
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
学
校
単
位
で

検
討
し
た
い
」
と
地
域
の
実
情
や

歴
史
的
な
背
景
を
考
慮
し
、
個
別

に
対
応
す
る
方
針
を
明
ら
か
に

し
た
。
今
こ
そ
、
町
長
を
会
長
と

す
る
「
古
仁
屋
高
校
存
続
協
議
会

（
仮
称
）」
を
立
ち
上
げ
、
地
域

振
興
に
繋
が
る
古
仁
屋
高
校
の

在
り
方
等
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
町
長
、
教
育
長
の
見
解
を 

        

 

定

例

会

と

臨

時

会 

 

定
例
会
は
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
議
会
の
こ
と
で
本
町
で
は
、
毎
年
３
月
，
６
月
、

９
月
、
１２
月
と
定
め
て
い
ま
す
。
臨
時
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
、
特
定
の
事
件

に
限
り
、
そ
の
事
件
を
審
議
す
る
た
め
に
開
か
れ
る
議
会
で
す
。 

伺
い
ま
す
。 

 

町
長
・
教
育
長 

「
本
町
の

務
教
育
の
一
環
・
本
町
の
最

学
府
」
と
い
う
観
点
で
今
後
「

仁
屋
高
校
を
支
援
す
る
町
民

会
」
や
「
古
仁
屋
高
校
の
存

を
求
め
る
役
場
の
会
」
と
連

し
、「
古
仁
屋
高
校
存
続
協
議

（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ
に
向

て
進
ん
で
行
き
た
い
。  

●
そ
の
他
の
質
問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
に
つ

い
て
（
放
送
局
開
局
に
向
け
て

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
・
運
営
主
体
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
）
と
町
行
政
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
） 

       

 次回

お気軽に議会事務局

７月３日（日
本町の最高学府である古仁屋 
義高古の続携会け
高校 

                   
～議会を傍聴しませんか～ 
の定例会は６月に行われます。どなたでも傍聴できますので、 
へお問い合わせ下さい。（72－1072 直通） 

） 奄美シーカヤックマラソン大会  広報せとうち（１０） 



                          

 
 
 
 
 第１回定例会では、総務経済常任委員会（向野 忍委員長）、文教厚生常任委員会（鎌田 愛

人委員長）に付託されていた案件に対しての委員長報告がなされました。 

（要旨は次のとおりです。） 

              

  

伊
須
、
嘉
鉄
、
蘇
刈
、
阿
木

名
の
各
集
落
よ
り
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
４
件
の
陳
情
を
１
月
１９

日
に
現
地
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
町
担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け

ま
し
た
。 

伊
須
、
嘉
鉄
、
蘇
刈
、
阿
木

名
の
各
集
落
よ
り
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
４
件
の
陳
情
を
１
月
１９

日
に
現
地
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
町
担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け

ま
し
た
。 

『
伊
須
集
落
砂
防
ダ
ム
建
設

に
つ
い
て
の
陳
情
』
で
は
、
委

員
よ
り
「
２０
年
前
か
ら
の
要
望

で
あ
り
、
根
本
的
な
解
決
の
た

め
治
山
事
業
等
、
導
入
の
可
能

『
伊
須
集
落
砂
防
ダ
ム
建
設

に
つ
い
て
の
陳
情
』
で
は
、
委

員
よ
り
「
２０
年
前
か
ら
の
要
望

で
あ
り
、
根
本
的
な
解
決
の
た

め
治
山
事
業
等
、
導
入
の
可
能

『
伊

に
つ

『
嘉

  

  

 

下
水
道
事
業
に
代
わ
る
生
活

排
水
処
理
対
策
の
調
査
を
行
い
、

大
島
海
峡
及
び
町
内
河
川
水
の

水
質
汚
染
防
止
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
町
内
の
現
状
と

合
併
処
理
浄
化
槽
の
個
人
設
置

型
と
市
町
村
設
置
型
を
行
っ
て

い
る
熊
本
県
芦
北
町
、
八
代
市
、

草
市
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

天

 

ま
ず
始
め
に
、
本
町
の
生
活

排
水
処
理
対
策
の
現
状
に
つ
い

て
、
町
生
活
環
境
課
の
説
明
を

嘉鉄集落 伊須集落 

各集落の現地を調査する総務経済委員 

蘇刈集落 阿木名集落 

広報せとうち（１１）   ７月３日（日） 奄
          

  横
川

の
陳

『
阿

す
る

『
蘇

に
つ４
 

性
を
探
る
べ
く
、
危
険
箇
所
の

見
直
し
を
県
に
強
く
働
き
か
け

る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。 

性
を
探
る
べ
く
、
危
険
箇
所
の

見
直
し
を
県
に
強
く
働
き
か
け

る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。 

『
嘉
鉄
集
落
北
側
河
川
（
通

称
横
川
）
の
早
期
改
修
に
つ
い

て
の
陳
情
』
で
は
、
委
員
よ
り

「
費
用
対
効
果
も
大
切
だ
が
、

実
際
に
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

町
が
事
業
主
体
の
交
付
金
事
業

導
入
の
検
討
を
積
極
的
に
図
る 

『
嘉
鉄
集
落
北
側
河
川
（
通

称
横
川
）
の
早
期
改
修
に
つ
い

て
の
陳
情
』
で
は
、
委
員
よ
り

「
費
用
対
効
果
も
大
切
だ
が
、

実
際
に
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

町
が
事
業
主
体
の
交
付
金
事
業

導
入
の
検
討
を
積
極
的
に
図
る 

べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
が
あ 

べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
が
あ 

須
集
落
砂
防
ダ
ム
建
設

い
て
の
陳
情
』 

鉄
集
落
北
側
河
川
（
通
称

）
の
早
期
改
修
に
つ
い
て

情
』 

木
名
集
落
内
整
備
に
関

陳
情
』 

刈
地
区
豪
雨
災
害
復
旧

い
て
の
陳
情
』 

陳
情
を
採
択 

り
ま
し
た
。 

『
阿
木
名
集
落
内
整
備
に
関

す
る
陳
情
』
で
は
、
委
員
よ
り

「
阿
木
名
〜
勝
浦
間
ト
ン
ネ
ル

化
は
、
町
の
政
策
と
し
て
積
極

的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

『
蘇
刈
地
区
豪
雨
災
害
復
旧

に
つ
い
て
の
陳
情
』
で
は
、
委

員
よ
り
「
住
民
の
安
心
・
安
全

の
確
保
を
図
る
べ
く
、
早
急
な

る
復
旧
作
業
に
努
め
る
べ
き
で 

あ
る
。
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

以
上
の
調
査
を
踏
ま
え
た
結

果
、
全
会
一
致
で
採
択
と
決
定

し
ま
し
た
。 

        

所
管
事
務
調
査 

『
生
活
排
水
処
理
対
策
に
関

す
る
調
査
』 

美シーカヤックマラソン大会 



広報せとうち（１２）

受
け
ま
し
た
。 

 

合
併
処
理
浄
化
槽
の
個
人
設

置
型
と
市
町
村
設
置
型
に
つ
い

て
の
説
明
で
は
、
個
人
設
置
型

は
離
島
・
奄
美
で
は
国
土
交
通

省
の
事
業
で
、
個
人
が
設
置
し
、

市
町
村
が
助
成
す
る
事
業
を
行

っ
て
い
る
場
合
に
、
国
、
県
が

そ
の
一
部
を
市
町
村
に
助
成
を

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
５
人
槽
の
場
合
、
工
事
費

と
し
て
の
標
準
が
８
３
万
７
千

円
と
し
た
場
合
、
全
体
の
補
助

額
が
３
３
万
２
千
円
。
内
訳
と

し
て
国
が
２
分
の
１
で
１
６
万

６
千
円
、
県
が
４
分
の
１
で
８

万
３
千
円
、
町
が
４
分
の
１
で

８
万
３
千
円
と
な
り
、
個
人
負

担
額
は
５
０
万
５
千
円
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
単
独
槽
か
ら
合

併
槽
へ
転
換
す
る
場
合
は
、
９

万
円
が
加
算
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
な
お
、
維
持
管
理
は

人
で
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

個

 

市
町
村
設
置
型
は
、
環
境
省

の
事
業
で
市
町
村
が
設
置
主
体

と
な
り
必
要
な
費
用
を
助
成
す

る
事
業
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

５
人
槽
の
場
合
、
工
事
費
と
し

て
の
標
準
が
８
３
万
７
千
円
と

し
た
場
合
、
国
が
２
分
の
１
で

４
１
万
８
千
円
、
市
町
村
の
起

債
が
３
５
万
６
千
円
（
内
５０
％

相
当
が
交
付
税
措
置
）、
個
人
負

担
額
は
６
万
３
千
円
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
維
持
管
理
は
市
町

村
が
行
い
、
個
人
か
ら
は
維
持

管
理
費
と
し
て
毎
月
使
用
料
を

徴
収
す
る
も
の
で
す
。
単
年
度

に
お
い
て
１０
戸
以
上
の
整
備
が

条
件
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

ま
た
、
本
町
に
お
け
る
生
活

排
水
処
理
（
合
併
槽
）
の
現
状

は
、
進
捗
率
１
８
．
５
４
％
（
阿

木
名
地
区
を
除
く
）
で
、
古
仁

屋
市
街
地
に
お
い
て
は
、
１
９
．

３
４
％
で
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
熊
本
県
芦
北
町
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

芦
北
町
は
、
平
成
１７
年
に
市

町
村
合
併
を
行
い
、
旧
田
浦
町

で
実
施
し
て
い
た
合
併
処
理
浄

化
槽
の
市
町
村
設
置
型
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
が
、
平
成
２１
年
度

よ
り
個
人
設
置
型
に
一
本
化
し
、

現
在
は
市
町
村
設
置
型
に
お
い

て
は
維
持
管
理
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

個
人
設
置
型
と
市
町
村
設
置

型
の
概
要
と
し
て
は
、
個
人
設

置
型
に
つ
い
て
は
、
５
人
槽
の

場
合
、
工
事
費
が
８
３
万
円
と

し
た
場
合
、
補
助
金
は
通
常
分

と
し
て
の
基
準
額
３
３
万
２
千

円
。
内
訳
と
し
て
、
国
が
３
分

の
１
で
１
１
万
円
、
県
が
３
分

の
１
で
１
１
万
円
、
町
が
３
分

の
１
で
１
１
万
２
千
円
と
な
り
、

さ
ら
に
町
単
独
で
２
０
万
円
の

補
助
を
し
て
お
り
、
個
人
負
担

額
は
２
９
万
８
千
円
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
単
独
槽
か
ら
合
併

槽
へ
転
換
す
る
場
合
は
、
本
町

と
同
じ
９
万
円
が
加
算
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。 

な
お
、
維
持
管
理
は
個
人
で

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

市
町
村
設
置
型
に
つ
い
て
は
、 

同
じ
く
５
人
槽
で
、
工
事
費
が

８
３
万
円
と
し
た
場
合
、
補
助

金
は
、
国
が
３３
％
の
２
７
万
６

千
円
、
町
が
下
水
道
事
業
債
や

過
疎
債
を
併
用
し
、
５７
％
の
４

７
万
１
千
円
支
出
し
、
個
人
負

担
額
は
８
万
３
千
円
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。
維
持
管
理
は

町
が
行
い
、
個
人
か
ら
は
毎
月

３
千
円
の
使
用
料
を
徴
収
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

 

次
に
、
熊
本
県
八
代
市
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

八
代
市
に
お
け
る
個
人
設
置

型
と
市
町
村
設
置
型
の
概
要
と

し
て
は
、
個
人
設
置
型
に
つ
い

て
は
、
５
人
槽
の
場
合
、
国
、

県
、
市
の
補
助
は
芦
北
町
と
同

様
で
合
計
３
３
万
２
千
円
、
個

人
負
担
額
は
５
０
万
５
千
円
で

あ
り
ま
す
。
単
独
槽
を
撤
去
す

る
場
合
は
、
限
度
額
１
０
万
円

の
上
乗
せ
補
助
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。 

芦北町役場にて調査を行う

文教厚生委員 

市
町
村
設
置
型
に
つ
い
て
は
、 

同
じ
く
５
人
槽
の
場
合
、
補
助

金
は
、
国
が
２
７
万
９
千
円
、

市
が
下
水
道
事
業
債
や
過
疎
債

を
併
用
し
５
１
万
円
で
、
個
人

負
担
額
は
４
万
８
千
円
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
個

人
か
ら
の
分
担
金
１
０
万
円
負

担
が
あ
り
、
毎
月
の
使
用
料
は

３
３
６
０
円
で
す
が
、
年
次
的

に
値
上
げ
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。 

 八代市役所にて調査を行う

文教厚生委員 

７月３日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会  



次
に
、
熊
本
県
天
草
市
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

天
草
市
に
お
け
る
個
人
設
置

型
と
市
町
村
設
置
型
の
概
要
と

し
て
は
、
個
人
設
置
型
に
つ
い

て
は
、
５
人
槽
の
場
合
、
工
事

費
が
８
５
万
１
千
円
と
し
た
場

合
、
補
助
金
は
国
が
１
１
万
円
、

県
が
１
１
万
円
、
市
が
１
９
万

８
千
円
と
な
り
、
個
人
負
担
額

は
４
３
万
３
千
円
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
単
独
槽
か
ら
合
併
槽

へ
転
換
す
る
場
合
は
、
本
町
と

同
じ
９
万
円
が
加
算
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。 

市
町
村
設
置
型
に
つ
い
て
は
、 

同
じ
く
５
人
槽
で
、
工
事
費
が

８
５
万
１
千
円
と
し
た
場
合
、

補
助
金
は
、
国
が
２
５
万
４
千

円
、
市
が
起
債
で
４
０
万
円
、

市
の
一
般
財
源
か
ら
９
万
７
千

円
、
個
人
か
ら
の
分
担
金
１
０

万
円
負
担
が
あ
り
、
使
用
料
は

地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

年
当
り
２
万
８
千
円
か
ら
３
万

９
千
円
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

（
調
査
結
果
） 

 
生
活
排
水
処
理
方
法
に
つ
い

て
は
、
集
合
型
処
理
方
式
の
公

共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
及

び
市
町
村
設
置
（
管
理
）
型
合

併
浄
化
槽
が
適
正
な
処
理
も
行

わ
れ
、
加
入
時
の
個
人
負
担
も

少
な
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
個
人
の
使
用
料
に
よ
っ

て
市
町
村
が
維
持
管
理
を
行
う

た
め
、
使
用
料
の
徴
収
事
務
等

に
よ
る
事
務
量
の
増
大
、
維
持

管
理
経
費
が
多
額
に
な
り
、
運

営
面
に
お
い
て
一
般
財
源
か
ら

の
繰
入
れ
を
行
う
な
ど
財
政
運

営
に
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。 

 

個
人
設
置
型
の
合
併
浄
化
槽

に
つ
い
て
は
、
個
人
負
担
額
も

多
く
、
維
持
管
理
も
個
人
で
行

う
た
め
、
法
定
検
査
等
の
経
費

も
生
じ
る
。
個
人
負
担
額
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
自
治
体
独
自

の
補
助
金
を
増
額
し
て
、
個
人

設
置
型
の
合
併
浄
化
槽
を
推
進

し
て
い
る
。 

天草市役所にて調査を行う

文教厚生委員 

 

以
上
の
調
査
を
踏
ま
え
、
本

町
の
処
理
方
式
に
つ
い
て
は
、

持
続
可
能
で
適
正
に
処
理
さ
れ

る
具
体
的
な
方
針
を
早
急
に
策

定
す
べ
き
と
の
意
見
が
一
致
し
、 

次
の
意
見
を
町
当
局
へ
提
出
し 

             
ま
し
た
。 

『
生
活
排
水
処
理
対
策
に

す
る
調
査
』
意
見 

 

世
界
自
然
遺
産
登
録
、

地
区
衛
生
組
合
へ
の
加
入

環
境
対
策
は
喫
緊
の
課
題

る
。 

 

環
境
対
策
に
つ
い
て
協

る
組
織
を
早
急
に
設
置
し

活
排
水
処
理
及
び
ゴ
ミ
処

総
合
的
対
策
方
針
を
町
民

体
と
な
っ
て
早
急
に
策
定

た
い
。 

   

年

自

広報せ
          

 
 
 
 
 

 

安 和弘議員が、永年勤続者（15
以上）として、全国町村議会議長会

治功労者表彰を受けました。 
関
大
島

等
、

で
あ

議
す

、
生

理
の

と
一

さ
れ

    

議
会
に
お
い
て
の
質
問
と
は

「
わ
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た

り
、
執
行
機
関
に
対
し
事
務
の
執

行
状
況
及
び
将
来
に
対
す
る
方
針

等
に
つ
い
て
疑
問
点
を
た
だ
し
、

所
信
の
表
明
等
を
求
め
る
も
の
」

で
あ
り
ま
す
。 

瀬
戸
内
町
議
会
の
年
間
に
お
け

る
一
般
質
問
の
平
均
人
数
は
県
内

町
村
議
会
に
お
い
て
実
施
率
が
最

も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
３
月
議
会
に
お
い
て
「
陸

上
自
衛
隊
の
誘
致
及
び
海
上
自
衛

隊
の
拡
充
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

調
査
・
研
究
す
る
中
で
、
町
民
の

理
解
を
深
め
、
国
に
対
す
る
要
望

活
動
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
も
私
ど
も
議
会
の
諸
活
動

に
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
（
鎌
田
） 

とうち（１３）    ７月３日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 



   
 

離島ガソリン流通コスト支援事業について 

1.事業のポイント 

● 本事業は、本土に比べて割高な離島のガソリン小売価格を実質的に引き下

げることが目的。 

● 販売店が離島の消費者等にガソリンを値引き販売した場合、その値引き分

を国が販売店に補助。 

  ※ 島ごとに値引き単価を設定

  ※ 消費者は手続きをすることなく値引きガソリンを購入可能

● 離島に持ち込まれていることが明らかなガソリンのみを補助対象とする。 

2.補助対象の考え方 

● 離島に販売店が存在する離島は全て補助対象となるほか、販売店が存在し

ない離島であっても、島外の販売店がガソリンを輸送しているなどの島で消

費されることが明確な場合。 

● 離島住民等が本土販売店でガソリンを購入しているケースは、離島で消費

されることが明確でないため補助対象外。 

● 自動車用だけでなく農業用や漁業用のガソリンも補助。 

※ ５月１日（日）より値引き販売を実施しています。 
対象となる島 奄美本島側 加計呂麻島 与 路 島 請  島 

値 引 き 額 ７円 １０円 １５円 １５円 

 

【問合せ先】 財団法人日本エネルギー経済研究所 石油情報センター 

 ℡ ０３－３５３４-７４１１ （担当）坂口・長谷川・渡辺 

 
犬の登録及び狂犬病予防注射のお知らせ 

 
狂犬病予防法により、生後91日以上の犬には登録と年１回の予防注射が義務づ

けられています。本年度も６月に実施いたしますので、案内状及び登録犬の鑑札を

ご持参の上受診してください。 

【狂犬病予防注射実施日程表】 

実施日 7日(火) 8 日(水) １0日(金) １4日(火) １5日(水) １7日(金)

実施地区 
加計呂麻 

実久地区 

加計呂麻

鎮西地区

請・与路 

地区 

本島側 

西方地区 

本島側 

山郷・東方地区 

古仁屋 

市街地 

★ 手数料（一頭あたり） 

● 狂犬病予防注射及び注射済票交付手数料 ３，０００円 

● 登録手数料(新規に登録する犬のみ)    ３，０００円 
【問合せ】 瀬戸内町役場 生活環境課 ℡ ７２－１１１3 

７月３日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会  広報せとうち（１４） 



広報せとうち（１５） ７月３日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会  

《脳の健康教室》 受講生募集
 
【目  的】 高齢者の物忘れ防止と認知症を予防し、脳の健康を維持するこ

とを目的に実施する《脳の健康教室》を開講します。この教室は高

齢者が簡単な「読み書き・計算」を習慣化することで物忘れや認知

症を予防し《脳の健康》を維持することが目的です。 
【対 象 者】 ７０歳以上の介護を必要としない高齢者 
【募集期間】 平成２３年６月１日～平成２３年７月３０日 
【募集定員】 ２０名（１グループ１０名の２グループ） 
【教室内容】 ２人 1組で、学習サポーター（ボランティア）の支援・指導の

もとに、一人一人にあった「読み書き・計算・数字盤」の教材を活

用して、気軽に楽しみながら約１５分～２０分の学習を行います。 
※ 簡単な計算や文書の音読などの学習です。 

【開催期間】 平成２３年９月～平成２４年３月（６箇月間） 
【受 講 料】 月 １，０００円（教材費の一部を負担していただきます。） 
【場  所】 町中央公民館（毎週水曜日）午後２：００～４：００ 
【申込・問合せ先】 瀬戸内町地域包括支援センター（保健福祉課地域支援係） 
          電話：７２－１１５３ 担当：久野・池田 
 
 
 

《脳の健康教室》 学習サポーター募集

【目  的】 高齢者の物忘れ防止と認知症を予防し、脳の健康を維持するこ

とを目的に実施する《脳の健康教室》を支援していただくボランテ

ィア（学習サポーター）を募集し、地域で高齢者を支える体制の構

築と明るく楽しい教室づくりを目的とします。 
【対 象 者】 明るく健康で、福祉や介護、ボランティア活動に関心のある 

６５歳未満の方 
【募集期間】 平成２３年６月１日～平成２３年７月３０日 
【募集定員】 １０名 
【教室内容】 高齢者一人一人にあった簡単な「読み書き・計算・数字盤」の

教材を活用して、《脳の健康教室》をする際の学習をサポーターする

ボランティアです。 
※ 活動自体は、ボランティア活動ですが、学習会場までの交通費

は実費を支給します。 
※ 応募に際し資格・経験等は一切必要ありません。（応募いただ

いた方を対象とした事前研修を実施します。） 
※ 教室は平成２３年９月～平成２４年３月まで毎週水曜日に開

催する予定ですので、原則として週１回ボランティアとして参

加していただくことになります。 
【申込・問合せ先】 瀬戸内町地域包括支援センター（保健福祉課地域支援係） 
          電話：７２－１１５３ 担当：久野・池田 



東日本大震災により被害を受けられた方へ 税金関係のお知らせ  
大震災により被害を受けた方は、所得税の軽減・免除が受けられ、税務署で

手続きを行うことで所得税が還付となる場合があります。そのほか、源泉所得

税の徴収猶予や還付、廃車となった自動車の自動車重量税の還付などの特例が

あります。詳しくは、国税庁HP（www.nta.go.jp）をご覧ください。 

また、地方税についても住民税、固定資産税、自動車税等の特例があります。 

【問合せ先】所得税関係 大島税務署 ℡ ０９９７-５２-４３２１ 

市町村民税関係 瀬戸内町役場 税務課 ℡ ７２―１１１６ 

 
 

 
 
 
 
 
 
  
  
   
 
 

 

巡回相談のお知らせ 

子どもの不登校で 
悩んでいる 療育について

知りたい 

どんなサービス

が受けれるの？ 

療育手帳の更新を

受けたい 
施設に通わせたい 

発育に遅れが 
あるのではと不安 

名瀬にある大島児童相談所から専門の職員の方がみえて相談にのってくれま

す。悩んでいる方はこの機会にお話ししてみませんか？ 

予約制になっています。予約希望の方は、6 月 2 日(木)迄に下記までご連絡

ください。 
記  

 

１．日  時    平成 23年 6月  9 日（木）  10：00～16：00 

             6 月 10日（金）  10：00～16：00 

 

２．場  所  瀬戸内町社会福祉協議会（２階） 

 役場隣の社会福祉協議会の外階段を登ったところです 

 

３．備 考  次回は 平成 23年 11月 10日（木）11日（金）です 

 

４．連絡先  保健福祉課 保健福祉係 担当 渡島・村田 

     ℡ ７２－１０６８ (内線 135)  FAX ７２－１１２０ 

 
 

７月３日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会  広報せとうち（１６） 



「ハンセン病問題を正しく理解する週間」に関するお知らせ 
 
 ハンセン病問題に対する理解の促進を図るために、県では「ハンセン病問題

を正しく理解する週間」を定めています。 
 誤った隔離政策によって、長い間、偏見や差別に苦しめられたハンセン病で

あった方々等が、平穏に安心して生活できる地域を創るために、一人ひとりが、

ハンセン病問題とは何かを正しく理解することが大切です。 
 
◆ ハンセン病問題を正しく理解する週間 
平成２３年６月１９日（日）～６月２５日（土） 
 

◆ ハンセン病問題に関する知識 
・ 国の隔離政策などにより、ハンセン病は怖い病気という誤った考えが定

着し、そのことが様々な偏見・差別や人権侵害を引き起こしました。ハ

ンセン病であった方々等は、今も根強く残る偏見・差別に苦しんでおら

れます。 
・ ハンセン病は、らい菌によっておこる感染症で、遺伝病ではありません。

また、早期発見と早期治療により、短期間で治癒する病気です。 
・ わが国に感染源となるものはほとんどありません。 
・ 元患者であった方々の身体の変形は後遺症です。 

【問合せ先】 県庁保健福祉部 健康増進課 ハンセン病担当窓口 
℡ ０９９－２８６－２７２０ 

 
 「平成２３年度労働保険年度更新手続き」のお知らせ

事業主の皆様へ 

６月１日から７月１１日は 

労働保険料の年度更新手続き期間です。 
○ ６月はじめに送付されます労働保険料申告書・納付書により、期間中に申

告・納付を行っていただきますようお願いします。 
 
○ 本年度より、年度更新の審査業務が外部委託され、申告書受付は、原則記入

漏れ等をチェックするだけの確認作業になります。申告書は記入誤り・漏れ

が無いように自主的な記入・申告をお願します。また、申告書の電子申請・

郵送による提出もご検討ください。 
【問合せ先】 
鹿児島労働局 労働保険徴収室 適用係 ℡ ０９９－２２３-８２７６ 

広報せとうち（１７） ７月３日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 



 国家公務員中途採用者選考試験の日程についてお知らせ  

 

 人事院及び各府省では、国家公務員中途採用者選考試験を実施します。 

 

【受験資格】 昭和４６年４月２日～昭和５７年４月１日生まれの者 

【受付期間】 昭和２３年６月２１日（火）～２８日（火） 

【１次選考】 平成２３年９月４日（日） 

 

◎ 受験案内等の請求方法 

 返信用封筒（角形２号・A４判、１４０円分の切手貼付、あて先及び「中途

採用」明記）を同封した封筒に、「中途採用請求」と朱書きし、下記問い合わせ

先へ送付してください。 ※ ５月９日（月）から配布開始しています。 

 

【問合せ先】 〒 ８１２－００１３ 福岡市博多区博多駅東２―１１―１ 

 人事院九州事務局第二課試験係 ℡ ０９２-４３１－７７３３ 

 FAX ０９２－４７５―０５６５ http://www.jinji.go.jp/（採用情報ナビ） 

 
「奄美若者サポートステーション」をご活用ください

 

ニート（若年無業者）、ひきこもり等悩みを抱える若者の職業的自立をサポー

トします。 
【支援内容】 
◎ 相談（面談・電話・メール） 
 現在の状況を客観的に見つめ、自立へ向けてのステップを一緒に考えます。

生活習慣の改善等、まずは小さな目標を立ててみます。 
◎ 職場見学・職業体験 
 様々な企業・施設への訪問や農作業体験・パソコン練習等多種多様な活動

を通して、就職に向けた心構えや技能を身につけます。 
◎ 家族のサポート 
 相談員がじっくりとお話を聞きます。また同じ悩みを抱える家族同士で語

り合う場を設けます。 

ひとりで悩まないで、はじめの一歩を踏み出してみませんか。 

【開所時間】月曜～金曜 ９：００~１８：００（土･日･祝祭日･年末年始は休み） 
      相談受付 ９:００～１７:００ 
【問合せ先】 〒 ８９４－００３６ 奄美市名瀬長浜町２３―２５ 
      NPO法人奄美青少年支援センター「ゆずり葉の郷」内 
「奄美若者ステーション」 ℡ ０９９７-５７―０７７０（FAX兼用） 
Eメール   amami-saposute@polka.ocn.ne.jp 
ホームページ http://amami-saposute.sakura.ne.jp/ 

７月３（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 広報せとうち（１８） 



国家公務員採用Ⅲ種試験（高等学校卒業程度）の実施について 
 人事院では、高等学校卒業程度の試験として、「平成２３年度国家公務員採用

Ⅲ種試験」を実施します。 

【受験資格】 平成２年４月２日～平成６年４月１日生まれの者 

【受付期間】 昭和２３年６月２１日（火）～２８日（火） 

【１次選考】 平成２３年９月４日（日）（九州地区では８試験会場で実施） 

【問合せ先】 〒 ８１２－００１３ 福岡市博多区博多駅東２―１１―１ 

 人事院九州事務局第二課試験係 ℡ ０９２-４３１－７７３３ 

 http://www.jinji.go.jp/ （人事院ホームページ） 

※「国家公務員試験採用情報ナビ」からお入りください。 

 
環境の日・環境月間についてのお知らせ  

6 月 5 日は、環境基本法により「環境の日」と定められています。そこで、

環境省では毎年6月の1か月間を「環境月間」とし、環境保全活動の普及、啓

発を実施することとしています。町民の皆様、企業の皆様におかれましてはい

っそうの環境保全活動へのご協力をお願いいたします。 

 

○環境保全のための取り組み 

・節電効果の高い省エネ機器の導入 

・自動車から自転車等でのエコ通勤 

・エコドライブの実施 

・超クールビズ(冷房温度の適正化及び服装の工夫) 

・空調・照明等における節電 

・レジ袋削減等のリユース・リデュース・リサイクル活動 

・地域美化活動 

【問合せ先】町役場 生活環境課 生活環境係 ℡ 72-1１１３（直通） 

 

 

 
保護命令手続きについて 

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（ＤＶ防止法）が施

行されてからまもなく満１０年の節目を迎えようとしています。 

配偶者暴力に関する保護命令制度を利用し、平成２２年１２月までに裁判所

に申し立てられた保護命令事件の件数は約２万３１００件であり、発令された

事件は約１万８３００件です。 

保護命令手続は、申立てが容易で、発令までの期間が短い利用しやすい手続

であり、違反には刑事罰が設けられています。 

保 護 命 令 手 続 全 般 に つ い て の 詳 細 は 、 裁 判 所 ウ ェ ブ サ イ ト

（http://www.courts.go.jp/）からも閲覧することができますので、どうぞご

利用ください。 

広報せとうち（１９） ７月３日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 



平成２３年度職業訓練指導員（４８時間）講習実施ご案内  

 この講習は、職業訓練指導員（職業訓練において訓練を担当する者）として
必要な能力を付与するため、厚生労働大臣の指定する講習実施要領により実施
するものです。なお、講習終了後に鹿児島県知事に申請することで職業訓練指
導員免許を受けることができます。 
【期  日】  平成２３年8月２日～5日、８月９日～１０日の６日間 
【場  所】  雇用・能力開発機構 鹿児島センター視聴覚棟２F（予定） 
【主な受講資格】 
①技術検定（国家試験）の１級・単一等級合格者 
②職業能力開発校修了者で４年～１０年の実務経験者 
③学校教育法による免許職種に関する学科を修めた者で、大学卒者２年、短
大・高専卒者４年、高卒者７年の実務経験のある者 

【受付期間】 平成２３年５月３０日（月）～６月１０日（金）必着 
【定  員】 ３０名（定員になり次第締め切ります。） 
【受 講 料】 １５，５００円（テキスト代込み） 
【問合せ先】 〒 ８９２－０８３６ 鹿児島市錦江町９―１４ 
 鹿児島県職業能力開発協会 ℡ ０９９-２２６－３２４０ 

 
 
 県では、県民の皆様からの要望に応じて、県政の課題などについて県
職員が直接お伺いし説明を行う「かごしま県政出前セミナー」の申し込
みを受け付けています。どうぞご活用ください。 
○対象 自治会やサークル、PTA など、おおむね２０人以上の参加が見
込める会合や研修会など（県庁２階の県政広報室でも実施できます。） 

○実施時間 午前１０時～午後９時(土･日･祝日は午前１０時～午後５時) 
○申込方法 開催希望日の１か月前までに郵送、FAX、電子メールでお
申し込みください。テーマメニューなどは県ホームページでご覧になれます。 
【問合せ先】県庁広報課 ℡ 099-286-2093 FAX 099-286-2119 

e-mail:kenmin-koe@pref.kagosima.lg.jp 

かごしま県出前セミナー申込受付中 

 
労働安全衛生法に基づく免許試験のご案内 

 

試験日 試 験 の 種 類 受 験 申 請 書 提 出 先 

第一種衛生管理者 

第二種衛生管理者 

（社）鹿児島県労働基準協会 

電話：099-226-3621 

一級ボイラー技士 

二級ボイラー技士 

ボイラー整備士 

㈱日本ボイラ協会 鹿児島支部 

電話：099-223-1544 

クレーン・デリック運転士

移動式クレーン運転士 

陸上貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島県支部 

電話：099-284-6217 

潜 水 士 
建設業労働災害防止協会 鹿児島県支部 

電話：099-257-9211 

発 破 技 士 
鉱業労働災害防止協会砕石鹿児島県支部 

電話：099-255-2311 

８ 

月 

２８ 

日 

（
日
） 

揚貸装置運転士 
港湾貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島県支部 

電話：099-226-2611 

○ 申込期間 平成２３年６月２０日（月）～７月４日（月）（土･日を除く） 必着 
○ 問い合わせは、上記団体か九州安全衛生技術センターへ 電話：0942-43-3381 

７月３（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 広報せとうち（２０） 



6月 2011年(平成23年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

29 30 31 1 2 3 4 
  ☆ポリオ 

☆遊びの広場

 

5 6 7 8 9 10 11 
 ☆きゅら島

コツコツ 

 

☆母子相談 

☆元気な笑

顔教室 

☆元気な足

腰講座 

☆母親学級①

☆元気な笑

顔教室 

☆３歳児健診

☆遊びの広場

☆元気な笑

顔教室 

 ☆でぃ～う

もろう会 

12 13 14 15 16 17 18 
 ☆きゅら島

コツコツ 

☆元気な笑

顔教室 

☆母子相談 

☆元気な笑

顔教室 

☆元気な足

腰講座 

☆母親学級② ☆遊びの広場  ☆でぃ～う

もろう会 

☆親子教室 

☆青少年育

成の日 

19 20 21 22 23 24 25 
☆家庭の日 ☆きゅら島

コツコツ 

 

☆母子相談

（お） 

☆元気な笑

顔教室 

 

☆母親学級③

☆元気な足

腰講座 

☆遊びの広場

☆３箇月児

健診（BCG）

☆親子教室 ☆でぃ～う

もろう会 

26 27 28 29 30 1 2 
 ☆きゅら島

コツコツ 

☆１日集中

６箇月評価 

☆母子相談 

☆元気な笑

顔教室 

☆元気な足

腰講座 

 ☆遊びの広場  

○ポリオ、遊びの広場、きゅら島コツコツ、母子相談、元気な笑顔教室、元気な足腰講座、

母親学級、各種健診、でぃ～うもろう会、親子教室の問い合わせは、保健福祉課へ 

○青少年育成の日、家庭の日の問い合わせは、社会教育課へお願いします 

※ 日程は変更される場合があります。ご確認ください。 

 
「平成２３年度 狩猟免許試験」のお知らせ 

 

 平成２３年度 狩猟免許試験」の実施が予定されています。 

日時・場所・その他詳細については問い合わせください。 

【問合せ先】 大島支庁林務水産課林務係 ℡ ０９９７-５７-７２８５（直通） 

瀬戸内町猟友会事務局 ℡ ０９９７―７２―１１７４（町役場農林課林政係内） 

広報せとうち（２１） ７月３日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会  
 



 
 ７月３日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会  広報せとうち（２２） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お誕生・ご結婚・

お悔やみ」は 4月

に届けられた分

のうち、希望者の

みを掲載していま

す。 （敬称略）

お
誕

 
 

め

と
う 

生 お

で

 
 

名 

前 
 

保
護
者 
住
所 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田 

ス

 

８２ 

古
仁
屋 

 
 
 

渡
邊 

咲
空

さ

き

あ 

大
丈 

古
仁
屋 

新
田 

奈
仔

な

こ 

功
一 

古
仁
屋 

宮
原 

善ぜ
ん 

 

善
之 

清 

水 



木 

勝
一

し
ょ
う
ひ 

良
弘 

勝 

浦 

要

 

 
 

春
生

は

る

き 

幸
一
郎 

阿
木
名 

ご
結

 
 

め

 

婚 お

で
と
う

名 

前 
 
 
 

本 

籍 

高
木 

康
介 

 

東
京
都 

榮
島

つ
み 

 

古
仁
屋 

な

高
塚 

隼
人 

 

古
仁
屋 

萩
原
美
沙
希 

 

霧
島
市 

 

お
悔
や
み 

 
 

申

ま

 

し
上
げ

す

 

氏 

名 
 
 
 

年

 
 
 
 

齢

本

籍

山
倉 

哲
治 

６０ 

秋 

徳 

仲
宗
根
ヨ
リ
子 

８０ 

古
仁
屋 

登

 

俊
行 

７３ 

勝 

能 

島
永 

 

玉
惠 

７５ 

久 

慈 

ガ

古
谷 

昇 
 

８９ 

古
仁
屋 

和
田 

益
枝 

８６ 

古
仁
屋 

上
地

鯉
美 

４３ 

古

屋 

江

仁

沖
島 

三
郎 

９２ 

嘉 

鉄 

 

香
典
返
し(
社
協
へ)

（
４
月
分
） 

（
遺
族
） 

（
故
人
）(

住
所) 

仲
宗
根 

勉 

ヨ
リ
子 
船 

津 

古
谷 

シ
ナ 

昇

 
松

江 

合
計
金
３
０
，
０
０
０
円
也 

 

広
報
紙
郵
送
料 

 

（
氏

） 
 
 
 
 
(

住
所) 

名

井
口 

律
子 

五
千
円 

品
川
区 

豊
島 

照
雄 

五
千
円 

霧
島
市 

山
畑 

和
子 

五
千
円 

尼
崎
市 

 

皆
様
の
ご
寄
付 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

         

瀬
戸
内
町

る
さ
と
応

金 

ふ

援
基

（
氏
名
） 

（
金
額
） 

(

住
所) 

関
西
奄
美
民
謡
芸
能
保
存
会 

二
十
万
円 

             お 知 ら せ 

 平成２３年７月１０日執行の瀬戸内町農業委

員会委員選挙の立候補予定者に対する説明会を

次のとおり開催しますので、関係者は出席して下

さい。 
【日 時】 平成２３年６月２１日（火） 

午前１１時より 
【場 所】 中央公民館２階学習室 
瀬戸内町選挙管理委員会 ℡ ７２-２１８３

お詫びと訂正 

 ５月号で次の箇所に誤りがありました。

お詫びして訂正いたします。 

◎ お知らせ 10ぺージ 

池地焼酎→池地小中 

◎ 町の話題 ２１ページ 

福島勇区長→福島秀應区長 

◎ 裏表紙 22ページ 

瀬本主将→瀬川主将 

国
民
年
金
基
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
！ 

○ 

国
民
年
金
基
金
は
，
第
一
号
被
保
険
者
の
方
々
が
ゆ
と
り

あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
国
民
年
金
に
上
乗
せ
す
る
公

的
な
年
金
で
す
。 

○ 

ご
加
入
は
任
意
で
，
色
々
な
年
金
の
タ
イ
プ
か
ら
現
在
の
状

況
や
将
来
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

○ 

「
終
身
年
金
」
と
「
確
定
年
金
」
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。 

終
身
年
金
は
，
生
涯
に
わ
た
り
年
金
を
受
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

確
定
年
金
は
，
受
取
期
間
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

※ 

掛
金
は
全
額
所
得
控
除
で
，
税
金
が
お
得
。 

 

※ 

掛
金
は
自
由
に
設
計 

 

※ 

基
本
は
終
身
年
金
。
だ
か
ら
，
生
涯
お
受
取
り 

 

※

万
が
一
の
時
に
は
，
ご
家
族
に
一
時
金
も
。 

  

お
問
い
合

  
 
 
  

電
話 

０
１
２
０
（
６
５
）
４
２
９
２ 

わ
せ
は
鹿
児
島
県
国
民
年
金
基
金 

 
 
 
 
 
 
 

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー

 

 
年金キャラクター

「もくもく」 



〜

 

４
月
２４
日
、
や
ど
り
浜
で
、

海
開
き
（
町
観
光
協
会
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

や

ど

り

浜

で

〜 

各
団
体
関
係
者
が
、
神
事
で

安
全
を
祈
願
後
、
勇
壮
な
子
ど

も
ホ
ノ
ホ
シ
太
鼓
で
、
海
開
き

を
宣
言
し
ま
し
た
。
海
開
き
に

は
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
女
子
日
本

代
表
の
佐
伯
美
香
選
手
が
招
か

れ
、
地
元
選
手
と
の
エ
キ
シ
ビ

ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
で
会
場
を
沸
か

せ
、
浜
辺
で
は
、
海
水
浴
や
「
海

の
宝
探
し
」（
貝
拾
い
）
を
楽
し

む
家
族
ず
れ
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
体
験
で
一
足
早
い
夏
を
満
喫

す
る
若
者
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
賑

わ
い
ま
し
た
。 

      

〜
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
〜 

４
月
１０
日
、
町
観
光
協
会

（
横
山
貞
夫
会
長
）
が
古
仁
屋

市
街
地
の
海
岸
線
や
海
底
の
清

掃
を
行
う
コ
ー
ラ
ル
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
年
で
、
２６
回
目
を
数
え
る

作
業
に
は
、
海
を
守
る
会
ほ
か

各
種
団
体
約
２
０
０
人
が
参
加

午
前
９
時
か
ら
２
時
間
の
清
掃

で
、
２
㌧
ダ
ン
プ
１
台
、
３
㌧

ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
の
ゴ
ミ
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
作
業
に

は
、
奄
美
瀬
戸
内
海
洋
少
年
団

が
参
加
、
募
金
を
募
り
四
一
五

〇
〇
円
を
義
援
金
と
し
て
日
本

海
洋
少
年
団
連
盟
へ
送
り
ま
す
。 

       

〜
全
勝
で
古
仁
屋
が
〜 

５
月
１
日
、
２
０
１
１
年
度

奄
美
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

柔
道
競
技
が
、
名
瀬
中
学
校
武

道
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

柔
道
団
体
は
５
チ
ー
ム
が
出

場
、
総
当
り
の
リ
ー
グ
戦
を
行

い
、
古
仁
屋
が
全
勝
で
団
体
優

勝
を
、
阿
木
名
・
田
検
合
同
チ

ー
ム
が
２
位
に
入
り
ま
し
た
。 

 

個
人
戦
は
、
５０
㌔
級
で
泉
優

人
君
（
阿
木
名
）
が
、
５５
㌔
級

で
會
所
佳
高
君
が
、
６０
㌔
級
で

阿
部
幹
太
君
が
、
９０
㌔
級
で
実

大
尊
君
が
（
３
人
共
古
仁
屋
）

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。 

        

〜
五
輪
選
手
の
朝
原
さ
ん
が
〜 

４
月
１０
日
、
関
西
奄
美
会
総

会
に
お
い
て
、
朝
原
宣
治
さ
ん

（
大
阪
ガ
ス
勤
務
）
に
房
町
長

か
ら
瀬
戸
内
町
観
光
大
使
の
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

朝
原
さ
ん
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
４
回
連
続
で
出
場
し
た
陸

上
選
手
で
、
２
０
０
８
年
の
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、

４
０
０
㍍
リ
レ
ー
で
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
、
陸
上
競
技
の
第

一
人
者
で
す
。
観
光
大
使
に
は
、

瀬
戸
内
３
世（
祖
父
が
出
身
者
）

と
い
う
縁
で
任
命
さ
れ
ま
し
た
。 

         

海

開

き

コ
ー
ラ
ル
ク
リ
ー
ン
作
戦 

中
学
総
体
柔
道
団
体
優
勝

瀬

戸

内

町

観

光

大

使

〜
各
方
面
か
ら
続
々
と
〜 

４
月
１６
日
、
網
野
子
集
落

（
森
幸
尚
区
長
）
か
ら
昨
年
の

奄
美
豪
雨
災
害
時
の
お
返
し
が

で
き
れ
ば
と
（
十
万
円
）、
４
月

２６
日
に
は
、
町
建
設
協
会
（
伊

東
一
宏
会
長
・
２２
社
）
と
勇
建

設
（
勇
健
一
社
長
）
互
助
会
会

員
の
気
持
ち
を
（
百
万
強
）
、
５

月
９
日
に
は
、
瀬
戸
内
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
（
武
原
正
夫
社
長
）

が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
益
金
を
手

に
（
二
〇
七
九
九
八
円
）、
町
役

場
を
訪
れ
、
房
町
長
に
義
援
金

と
し
て
手
渡
し
ま
し
た
。
友
好

都
市
・
南
相
馬
市
へ
の
復
興
支

援
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。 

 

南

相

馬

市

へ

義

援

金

広報せとうち（２３）  ７月３（日） 奄美シーカヤックマラソン大会



〜

 

５
月
４
日
、
天
城
町
平
土
野

港
公
園
相
撲
道
場
で
第
２１
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
奄
美
場
所
Ｉ
Ｎ

天
城
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

５
月
４
日
、
天
城
町
平
土
野

港
公
園
相
撲
道
場
で
第
２１
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
奄
美
場
所
Ｉ
Ｎ

天
城
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

７月３（日） 奄美シーカヤックマラソン大会    広報せとうち（２４） 

全

国

大

会

へ

〜 

大
会
に
は
、
未
就
学
児
か
ら

小
学
６
年
生
ま
で
の
約
９０
人

が
参
加
し
、
団
体
・
個
人
各
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
戦
い
ま
し
た
。 

大
会
に
は
、
未
就
学
児
か
ら

小
学
６
年
生
ま
で
の
約
９０
人

が
参
加
し
、
団
体
・
個
人
各
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
戦
い
ま
し
た
。 

団
体
戦
は
、
高
学
年
の
部
で

古
仁
屋
相
撲
ク
ラ
ブ
が
２
連
覇

を
達
成
、
個
人
戦
は
、
小
学
５

年
生
の
部
で
春
山
万
太
郎
（
古

仁
屋
相
撲
ク
ラ
ブ
）
君
が
優
勝

を
飾
り
、
７
月
３１
日
に
両
国
国

技
館
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
へ

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

団
体
戦
は
、
高
学
年
の
部
で

古
仁
屋
相
撲
ク
ラ
ブ
が
２
連
覇

を
達
成
、
個
人
戦
は
、
小
学
５

年
生
の
部
で
春
山
万
太
郎
（
古

仁
屋
相
撲
ク
ラ
ブ
）
君
が
優
勝

を
飾
り
、
７
月
３１
日
に
両
国
国

技
館
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
へ

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

の
出

 の
出

             

〜
九
州
大
会
出
場
へ
〜 

〜
九
州
大
会
出
場
へ
〜 

４
月
２３
日
〜
２４
日
、
第

２４
回
九
州
少
年
軟
式
野
球

県
予
選
大
会
兼
第
３３
回
県

下
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大

会
（
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟

鹿
児
島
支
部
主
催
）
が
曽
於

市
財
部
野
球
場
な
ど
で
あ
り

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
地
区

予
選
会
を
勝
ち
上
が
っ
た

１６
チ
ー
ム
が
参
加
、
奄
美
北

部
代
表
と
し
て
出
場
し
た
瀬

戸
内
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
地
区

代
表
の
誇
り
を
胸
に
準
優
勝

を
飾
り
、
８
月
に
福
岡
県
で

開
か
れ
る
九
州
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

４
月
２３
日
〜
２４
日
、
第

２４
回
九
州
少
年
軟
式
野
球

県
予
選
大
会
兼
第
３３
回
県

下
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大

会
（
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟

鹿
児
島
支
部
主
催
）
が
曽
於

市
財
部
野
球
場
な
ど
で
あ
り

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
地
区

予
選
会
を
勝
ち
上
が
っ
た

１６
チ
ー
ム
が
参
加
、
奄
美
北

部
代
表
と
し
て
出
場
し
た
瀬

戸
内
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
地
区

代
表
の
誇
り
を
胸
に
準
優
勝

を
飾
り
、
８
月
に
福
岡
県
で

開
か
れ
る
九
州
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

          

    

〜

 

５
月
７
日
〜
８
日
、
奄
美

市
名
瀬
運
動
公
園
市
民
球
場

な
ど
で
、
第
１
回
徳
洲
会
旗

軟
式
野
球
大
会
（
徳
洲
会
グ

ル
ー
プ
主
催
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

〜

 

５
月
７
日
〜
８
日
、
奄
美

市
名
瀬
運
動
公
園
市
民
球
場

な
ど
で
、
第
１
回
徳
洲
会
旗

軟
式
野
球
大
会
（
徳
洲
会
グ

ル
ー
プ
主
催
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 初

代

王

者

に

〜 

初

代

王

者

に

〜 

大
会
に
は
、
本
島
内
の
１１

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
初
代
王

者
を
目
指
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。 

大
会
に
は
、
本
島
内
の
１１

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
初
代
王

者
を
目
指
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。 

結
果
は
、
第
１
シ
ー
ド
の

古
仁
屋
キ
ャ
ノ
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水水のトトララブブルルすぐに解解決決！！
瀬 戸 内 町 指 定 水 道 工 事 店 

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事(水洗トイレ) 

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃 

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄 

㈲瀬戸内ビルシステム  代表: 重 村 太 三 

瀬久井  ０８０－１５４０－３６１４ 

法法事事・・歳歳のの祝祝・・各各種種宴宴会会承承りりまますす。。

海 鮮 丼・黒 まぐろ丼・黒 まぐろ飯 
  黒 まぐろラーメン 好評発売中 
毎月14日は 黒まぐろディー 
郷土料理 味園  斉藤美保子 

古仁屋春日 ℡72-2276 fax 72-1708 
★ 民宿あじぞの…１泊素泊まり2,700円（1人）  
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１袋からタンス・ベッドその他まで 
お気 軽 にお電 話 下 さ い


